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1．はじめに

　現在，情報処理教育がどうあるべきか岐路に立た
されているのではないだろうか。本稿では小売業者
などが顧客を店舗にひきつけるために行う新サービ
ス導入によって，情報システムという道具を，業務
フローとデータ管理の 2つの視点から，業務の改善
に伴うシステムのカスタマイズを行う学習について，
提案する。

2．育てたい人物像

　よく企業が求める人物像などの講演会が，教師や
生徒を対象に行われる。そこでは，基本的社会性を
もった人物であれば採用したいといわれる。しかし，
基本的社会性はあくまでも基本的なものであり，そ
の上に，そのときその企業に合った能力や技術を発
揮できるものを持ち企業や社会に貢献できることが，
企業側が求める人物像の本音の部分である。
　そこで，図 1に企業が求める人物像を表現した。
まず基本的社会性は，挨拶ができ相手の意見を正確
に捉え考えをまとめて相手に伝えるコミュニケー
ション能力，会社組織はチームなど協同で作業を進
めていくことが共同作業に必要とされる心構えとい
う意味での協調性，経験による判断力をつけること
で TPOに応じた行動が出来ることである。図 1の
矢印はコミュニケーション能力や協調性，経験を積
み重ねることで判断力が伸びることを示している。
この 3つの軸により成り立つ基本的社会性という基
盤の上に，企業に合った能力や視点をブロックのよ
うに積み重ね，就職先の企業や社会に対して貢献す
るという図である。基本的社会性は，就職した後も
矢印のように伸びて基盤となるものが広く高くしっ
かりしたものに変化していく。そして，企業が必要
とする能力や技術というブロックも仕事を行いなが
ら積み上げられていく。これまで商業高校でもいろ
いろな分野の資格取得を目指したり，授業の中でビ

ジネスの視点の教育を行うことで一つでも多くのブ
ロックを重ねた状態で，卒業生として送り出すよう
に取り組まれてきた。つまり，即戦力となる人物は，
基本的社会性という基盤がしっかりしており，その
基盤となるものが出来るだけ広く高く，そして今後
も伸びていく資質を持っている。その上に企業が必
要とする能力や技術となるものを多く積み上げてい
ける人物である。このようなブロックとして積み上
げていく能力や技術が時代とともに変化してきてい
る。

　高等学校商業科におけるこれまでの情報処理教育
では，能力や技術というブロックをより多く積み上
げる教育として，業務を支援する情報システムを開
発することに重点がおかれてきた。このため，シス
テムを新規に開発する力が必要とされ，プログラミ
ングの細かい技術まで指導されてきた。情報化が進
んだ今日では，会社の売上などを瞬時に分析して次
の対処の方法を考えていかなければ，社会変化のス
ピードについていけない時代になっている。そのた
め，多くの事業所で一定程度の情報システムが整備
されてきているが，顧客の満足度や利益の最大化を
図る目的で新サービスの導入が必要となり，その多
くが情報システムのカスタマイズにかかわる場合が
多く見受けられる。

図1　企業が求める人物モデル図

経営情報分野におけるシステム開発力の育成について
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3．経営情報分野で育成したい力

　現在では，商業の問題に応じて運用中の情報シス
テムをよりよく改善していくための考え方や技術の
必要性が高まってきている。細かいプログラミング
技術に特化したものより，導入された道具がシステ
ムとしてどうあるべきか理解できていることが重要
であり，業務に応じたカスタマイズの視点を持つこ
とが大切である。
　そこで，本稿では技術的側面のみにとらわれず，
商業の問題に応じた問題解決の方法が考えられ，必
要に応じて商業の道具である情報システムのカスタ
マイズを検討することができる人材の育成を考えた。
本稿におけるシステム開発力とは，プログラムをゼ
ロから書いていく力ではなく，商業の場面において
どのように業務を改善し情報システムのカスタマイ
ズを行えばよいかわかる力である。
　学習の題材としては，商業で使われる典型的な例
のひとつであるオンラインレジを取り上げる。オン
ラインレジは，商業の場面と切り離せないものであ
り，商業高校における教育という観点から，商業に
おける様々な業務の改善は，オンラインレジシステ
ムのカスタマイズに直結する場合が多い。このため，
オンラインレジ機能を持ったプログラム（筆者自身
で教育用として開発）に対し，図 2に示したが，カ
スタマイズの検討を通して，業務フローという商業
的な面と，データ管理という技術的な面の視点から，
業務フローへの影響とデータ管理への影響について，
解決方法の問題点を指摘でき，両者の整合性のとれ
た改善ができる力を育成する授業実践を提案する。

4．授業実践の構想

（1）授業の提案
　次のような授業展開手順を提案する。図 3に示す

とおり，商業的な面を見失わないために，授業は
「商業的な問題点の明確化」と「業務面と技術面を
考慮したカスタマイズ」の 2つのステップに分けて
構成している。また，それぞれのステップを 3段階
に分けている。前半のステップでは，問題となる状
況を把握し問題解決を図るための作業につなげてい
くため，問題の把握，解決方法の選択，情報の整理，
の 3つの段階で構成する。
　後半のステップでは，商業の面から考えたことを
具体的に道具に反映させていく力を付けるため，情
報の取得，カスタマイズ，検証の 3つの段階で構成
する。一連の学習を通してビジネス教育における経
営情報分野の学習としてあるべき姿を目指している。

（2）商業的問題点の明確化
　図 3で示した本研究における授業展開手順にした
がって，商業的な問題点の明確化，業務面と技術面
を考慮したカスタマイズについて，生徒に例示した
「弁当の売れ残りを解消するための取り組み」で説
明する。
　問題の把握の段階では，「前提となる条件」「困っ
ている状況」「現在の対応」「目標となる状況」を把
握する。「前提となる条件」とは，弁当の売れ残り
を解消するための取り組みの場合，消費期限は 1日
である，弁当は一日単位で仕入れている，品切れが
あると客足が減少する，オンラインレジによって在
庫管理が出来ているなど，問題解決の方法を考える
際の前提条件である。「困っている状況」とは，消
費期限の短い弁当の売れ残りがあるという状況であ
る。「現在の対応」とは，困っている状況に対して，
売れ残りが生じた場合廉価販売をしている，廉価販
売しても売れ残った場合は廃棄処分している，弁当
を廃棄する場合，廃棄する弁当の種類と個数を確認
している，といった対応である。「目標となる状

図2　育成したい力
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図3　本研究における授業展開手順
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況」とは，売れ残りや品切れが生じないようにする
といった目標をはっきりさせることである。このよ
うに前提条件があって何が問題になっていて目標と
なる状況を把握することが最初の段階である。
　次に，解決方法の選択の段階では，問題解決方法
の洗い出しを行い，情報的解決方法に絞り込んでい
く。絞り込んだ解決方法を実現するために具体的方
法を選択していく。弁当の売れ残りを解消するため
の取り組みとしては，廃棄処分品を数えて仕入れを
減らす，売れ残る商品は扱わない，できるだけ割引
も廃棄も少なくて済むようにするなど考えられるこ
とをすべて書き出す。その中で，経営情報分野の学
習であることからオンラインレジをカスタマイズす
ることでしか解決できそうもない情報的解決方法を
ピックアップする。できるだけ割引も廃棄も少なく
て済むという意見を選んだのであれば，弁当ごとの
適正な仕入数を算出したり，一日あたりの弁当の販
売実績を把握し廉価販売された数を調べるなどのよ
うに具体化していく。
　そして，情報の整理の段階では，一日あたり弁当
の販売実績を把握するのであれば，把握するための
必要な項目を書き出すことになる。廃棄処分されて
いる弁当の種類と個数，弁当の売上高と売上個数，
廉価販売されている弁当の種類と個数のように必要
な項目を書き出した後，現在の DBに蓄えられてい
る項目かどうかを DB構造の資料から判断させる。
DBから引き出せない（蓄積されていない）情報に
ついては，新規に蓄える項目としてあげ，この新規
項目名を DBに蓄えるようにオンラインレジのプロ
グラムに反映させていく後半のステップに展開させ
る。

（3）業務面と技術面を考慮したカスタマイズ
　情報の取得の段階では，新規項目を蓄えるために
オンラインレジシステムのカスタマイズを業務フロ
ーの視点とデータ管理の視点から，図 4のように

「いつ」「どこに」蓄積するか，「どうやって」蓄積
するかを検討する。
　その場合，レジ操作の業務フローの中で「いつ」
蓄積するかを検討する道具として図 5に示した業務
フロー図を使う。

　生徒が使うこの図 5は，業務フローとデータ処理
の関係を密接に表しているため，商業の場面を理解
する上で有効な図である。縦軸を時間の経過として，
横軸に機能や業務の種類を記載し，業務フローとイ
ンターフェイス，インターフェイスとデータ処理の
関係を表したものであり，既存のオンラインレジを
理解するために使う。カスタマイズを検討する際，
この図に変更の候補となりうる箇所を書き込んで考
える道具として使う。「弁当の売れ残りを解消する
ための取り組み」として廉価販売サービスにオンラ
インレジを対応させる例題では，レジ操作の流れの
中で，どのタイミングで割引率を入力するかなどを
この図を使って考える。例えば，割引処理のボタン
等のタイミングは従業員の業務フローに差し支えな
いかを最優先に考えながら，データ処理との関係を
見ていく。また，DBテーブルの「どこに」蓄積す
るかを検討する道具として，図 6に示した DFD
（Data Flow Diagram）図を使う。
　生徒が使うこの図 6は，データの処理・蓄積を表
している。インターフェイス部分と処理部分，処理
部分と DBフィールド部分の間で，データの流れを
矢印で繋いで表現したものであり，既存のオンライ
ンレジのデータ管理を理解するために使う。カスタ
マイズを検討する際，新規項目をどのテーブルに置図4　情報の取得の段階で検討する項目
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る項目かどうかを DB 構造の資料から判断させる。

DB から引き出せない情報については，新規に蓄え

る項目としてあげ，この新規項目名をDBに蓄える

ようにオンラインレジのプログラムに反映させてい

く後半のステップに展開させる。

（３）業務面と技術面を考慮したカスタマイズ 
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つ」「どこに」蓄積するか，「どうやって」蓄積する

かを検討する。

新 規 項 目 の 名 称 ？   →  廉 価 販 売 数

D B テ ー ブ ル の

ど こ に  蓄 積 す る か

（ D F D 図 ）

業 務 フ ロ ー の 中 で

い つ  蓄 積 す る か

（ 業 務 フ ロ ー 図 ）

ど う や っ て  蓄 積 す る か

入 出 力 形 式 ・ デ ー タ の 加 工 （ イ ン タ ー フ ェ イ ス 図 ）

例 題 ・ ・ ・ 「 弁 当 の 売 れ 残 り を 解 消 す る た め の 取 り 組 み 」

情 報 の 取 得

図４ 情報の取得の段階で検討する項目

その場合，レジ操作の業務フローの中で「いつ」

蓄積するかを検討する道具として図５に示した業務

フロー図を使う。

業務フローの中でいつ蓄えるのか タイミングを検証する

時

間

の

経

過
 
 

業務や機能の種類

図５ 業務フロー図

生徒が使うこの図５は，業務フローとデータ処理

の関係を密接に表しているため，商業の場面を理解

する上で有効な図である。縦軸を時間の経過として，

横軸に機能や業務の種類を記載し，業務フローとイ

ンターフェイス，インターフェイスとデータ処理の

関係を表したものであり，既存のオンラインレジを

理解するために使う。カスタマイズを検討する際，

この図に変更の候補となりうる箇所を書き込んで考

える道具として使う。「弁当の売れ残りを解消する

ための取り組み」として廉価販売サービスにオンラ

インレジを対応させる例題では，レジ操作の流れの

中で，どのタイミングで割引率を入力するかなどを

この図を使って考える。例えば，割引処理のボタン

等のタイミングは従業員の業務フローに差し支えな

いかを最優先に考えながら，データ処理との関係を

見ていく。また，DB テーブルの「どこに」蓄積す

るかを検討する道具として，図６に示した DFD
（Data FlowDiagram）図を使う。

インターフェース

図5　業務フロー図
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くか判断し，この図 6に変更の候補となりうる箇所
を書き込んで使う。先に示した「弁当の売れ残りを
解消するための取り組み」の例では，廉価販売数を
知るため販売数と抱き合わせて割引率を蓄えるが，
その割引率の新規項目を，DBテーブルのどこに追
加するか，を可能性があるところについて○で囲ん
で，囲んだすべてに関して検討する。DBテーブル
のどこに蓄積するかを検討するためにその補助的な
プリントも用意している。新規項目名の性質とそれ
ぞれのテーブルの特徴，項目の関連を考えるための
ものである。グループで話し合いながら，書き込ん
でいくことで結論を出していく。また，どこに影響
があるかなど重要な箇所を囲んだり，矢印を引くこ
とで，考えをまとめていく。
　いつ，どこに，が決定したら「廉価販売数」を
“どうやって蓄積するか”を具体的に考えていく。
図 7のようなインターフェイス図を使って，定価販
売か割引販売かの区別をするために，ラジオボタン
やチェックボックスなどをインターフェイス図に具
体的に，書き込みながら検討していく。割引の例と
して，「割引をしない，1割引，2割引，3割引」の
4段階の割引サービスを行う場合，図 7に示したが，
チェックボックスを採用するのであれば，チェック
することによって，割引なしか，半額かの 2通りだ
けになってしまう。そのため，チェックボックスは
適切ではないという履歴が残されていることを示し
ている。
　また，蓄えるデータの型や処理の方法についても，
いくつかの具体例を添えた DBの構造プリントに書
き込みながら決定していく。インターフェイス図，
または，いくつかの具体例を添えた DBの構造プリ
ントに具体的に書き込むことで，具体的イメージが
わき，考えやすくなる。
　カスタマイズの段階では，情報の取得の段階で検

討した結果に従って，プログラムの変更作業を行う。
廉価販売にオンラインレジを対応させる例では，ソ
ースプログラムのどこをどのようにカスタマイズす
るかを押さえる。情報の取得の段階を検討すれば，
カスタマイズすることはそれほど難しくないことが
実感できる。
　検証の段階では，カスタマイズによって最初のス
テップで明確化した問題の解決が図れるかを検証す
る。カスタマイズしたオンラインレジの振る舞いを
生徒に操作させることにより確認させ，情報の取得
の段階で検討した新規項目が蓄えられるかを検証す
る。

5．おわりに

　提案した授業展開手順による授業実践を課題研究
の授業の中で行った。効果としては，次の 3つがあ
らわれた。①業務フローへの影響が考えられるよう
になった。②データ管理への影響を考えられるよう
になった。③インターフェイスのあり方が理解でき
た。詳しくは本稿では省略する。
　以上，述べたように経営情報分野における情報処
理教育のあり方を見直し，授業の提案を行った。ビ
ジネス教育の観点からも，情報処理教育について，
情報システムの考え方を明確にし，今後も実社会に
貢献できる生徒の育成を目指し，研究を進めていき
たい。

図6　DFD（Data Flow Diagram）図 図7　インターフェイス図
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